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海洋地質学と堆積学が主な専⾨．海底地すべりと海底地質リスクと海洋プラス

チック問題と東ティモールの斜⾯災害について調べている．なにを書こうかな

と思ったけど，あまり⾒当たらないので，むかしばなしにした．ただし，今のご

時世、あまり参考にはならないが，⾯⽩さを重視した． 

チマニマニ・ハラレ編 

 ジンバブエに滞在中，モザンビークとの国境にあるチマニマニという⼭岳地

帯に⾏ったことがある．まずは，バスで麓の街まで⾏った．その街までは，⾸都

ハラレから数時間であるが，その⽇は，乗ったバスが悪かった．トレーラーバス

といって，⼈間が⼤量に乗れる画期的なバスである．バスは数時間快調に⾛った

が，急に⽌まった．⽌まったかと思ったら，⾞掌や数⼈が後ろの⽅へ歩いていっ

た．運転⼿に事情を聞くと「クラッチの部品を落した」そうだ．彼らは部品を探

しに⾏ったらしい．しばらくすると彼らは帰ってきた．⾒つからないらしい．当

たり前だ．⾛⾏中にクラッチの部品がはずれて落ちたんだから，⾒つかるはずが

ない．そもそもどういうメンテしてんだ︖そうは⾔っても，仕⽅がないので，炎

天下の中，救援を待つ．偶然通りがかった⾞に声をかけて，バスの関係者が街ま

で連絡しに⾏った．ずっと待つ．炎天下の中，待つ．ひたすら待つ．とにかく待

つ．暑かった．急場の⻘空⾳楽教室も開催された．救援部隊が数時間後に到着す

るとバスは直った．相当遅れて夜中に麓の街に到着．適当な宿を⾒つけて，そこ

で⼀泊．宿の主⼈はルパン三世みたいな顔をしている．宿には主⼈の他に奥さん

と猿がいる．当時，エボラ出⾎熱が流⾏っていて，猿がとても恐かった．でも，

まとわりついてくる．  

 宿で１泊したら，チマニマニに連れていってくれる⼈が現れた．実はここから

はヒッチハイクしないとチマニマニにいけなかったのである．ラッキーだった．

彼らはジョハネスバーグのカップルで，今⽇はデートだそうだ．凄いガタガタ道

を⾞で登るとチマニマニの⼭道の⼊り⼝まで来た．そこでカップルとは別れて，

⼀路，⼭頂を⽬指した．⼣暮れ時には⽬標の⼭⼩屋に着いた．そこで⼀泊． 



次の⽇，⼤⾬．⼭頂に⾏くことを断念し，⼀路帰宅することとする．帰ろうと

すると２⼈のカップルが現れ（昨⽇とは違う⼈達）⼥の⼈の⽅が全⾝ずぶ濡れ

で，もの凄い寒そうだったので，私の乾いた T シャツを貸してあげた．そのか

わりに⾞でバスの乗れるとこまでおくってもらうことを約束する．麓で落ち合

うこととして，別れた．⾬の中を歩いて，ようやく麓まで到着．しばらくすると

さっきのカップルも到着．彼らのピックアップトラックの荷台に乗って，さあ出

発，と⾔うときに，⾒ず知らずの⿊⼈のお⽗さんと⼦供の親⼦連れが「乗せてく

れ」と⾔う．親⼦連れと⼀緒に荷台に中腰．帰りももちろん凄いガタガタ道であ

る．⼦供は⼩学⽣くらいが２⼈．すこしスピードが出ると⼦供は⾶び跳ねる．怯

える⼦供．またスピード出る．⾶び跳ねる．怯える．⽗親は⾃分で精⼀杯だった

ようで，仕⽅ないので私が⼩さい⽅を抱え，⼤きい⽅の⼿を取って⾶び跳ねない

ようにしていた．街に着いたら⼣⽅になっていたのでルパンの宿にまた泊まっ

た．帰りのバスはすんなりハラレまで連れていってくれた． 

そんな，ハラレのある⽇，買い物に⾏ってみよう，と急に思い⽴って出掛ける

ことにした．バスに乗って数時間の街まで⾏こうとしたが，やはり，思い通りに

ならないことが多い．それがジンバブエのバスである．その⽇乗ったバスは，や

けにボロかった．⼤丈夫かな︖と思ったら乗らない．これがここでの鉄則なのだ

が，その⽇は乗ってしまった．⾞掌にお⾦を払って前の⽅に⽴つ。運転⼿を⾒て

いると，発進の時にちょっと⼿間取る．どうやら１速がなかなか⼊らないらし

い．しばらく⾛ってバス停に⽌まる．乗降が終わると発⾞．だが，また⼿間取る．

運転⼿が何度もギアを１速に⼊れようとする．ウイン，ウイン…．何とか⼊った．

⾛ったと思ったら，またバス停で停⾞．だんだんとギアの⼊りが悪くなり，とう

とう⼊らなくなった．⾞掌がギアボックスを開けて直す．はじめは慎重に直して

いたが，だんだんと荒っぽくなってきた．ウイン，ウイン…．そして…「めきっ」

と何かが折れた．⾞掌はみるみる⻘ざめる．みんなドサドサと降り始めた．乗客

のおじさんに聞いてみると「バスは壊れたから，もし急いでいるなら違うバスに

乗れ」と．⼀応バス停だけど，なにもないところに突然降ろされた．しょうがな

いのでしばらく適当に歩いていると，何かにぎやかい場所を⾒つけた．看板を読



んでみると「ホース・レイシング」とある．おもしろそうだ．ということで競⾺

の⾒物をすることにした．結局，買い物はどうでも良くなって，⾺だけ⾒て帰っ

てきた⼀⽇であった． 

 


